
















はじめに 

 昭和 43 年に西日本一帯に多数の患者が発生した PCB 中毒症(いわゆる「カネミ油症」)

は現在もなお患者の血中からPCB、PCQ が高濃度に検出され、健康への影響、根本的な治療

など未解決の問題が残されている。 

 長崎県では、五島列島及び長崎市に多数の汚染油摂取者が居住しており、油症患者と認

定されている者は昭和 62 年 2月末現在 753 名にのぼっている。これらの油症患者の中には

経胎盤又は母乳により発生したと思われる者もあり、年月を経ても、生まれてくる子ども

への影響が懸念されている。油症児では発育障害、反復性の気道感染、歯牙の異常などが

認められる。 

 我々は PCB が小児の健康に及ぼす影響を明らかにするため種々の観察研究を行ってきた。 

 今回、我々は、昭和 46 年度生れの五島玉之浦地区生徒の歯列弓の発育について追跡を行

うとともに、現在までに我々が得た知見をまとめ、汚染された母親から生れてくる子ども

への影響の展望を行ったので次の通り報告する。 


